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朝
夕
の
通
勤
通
学
時
間
帯

を
中
心
に
、三
河
田
原

駅
ロ
ー
タ
リ
ー
内
で
は
、一
般
送
迎

車
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
が
混
雑
し
交

通
障
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、ロ
ー

タ
リ
ー
内
の
乗
降
場
所
の
配
置
を
変

更
し
ま
す
。工
事
中
は
、ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
注
意
事
項

◦
運
行
の
妨
げ
と
な
り
大
変
危
険
で

す
の
で
、バ
ス・タ
ク
シ
ー
の
乗
降

場
所
に
は
絶
対
に
駐
停
車
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
ロ
ー
タ
リ
ー
内
は
大
変
混
雑
す
る

時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。一
般
車
で

お
越
し
の
際
は
、田
原
駅
南
公
共

駐
車
場
が
1
時
間
ま
で
無
料
で
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23‐３
５
３
５

田
原
市
で
は
、平
成
28
年
４
月
に

「
田
原
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」を
策
定
し
、将
来
像
に「
花・

緑
・
歴
史
的
景
観
な
ど『
田
原
ら
し
さ
』を

感
じ
ら
れ
、歩
い
て
楽
し
い
活
気
あ
る
ま

ち
」を
掲
げ
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、三
河
田
原
駅
前
の
未
利
用
地（
田

原
駅
南
公
共
駐
車
場
横
）に
お
い
て
、ホ
テ

ル
事
業
を
行
う
民
間
事
業
者
を
、公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
募
集
・
選
定
す
る

「
三
河
田
原
駅
南
ホ
テ
ル
誘
致
事
業
」を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、田
原
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

「
駅
前
一
体
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」と

し
て
行
う
も
の
で
、ホ
テ
ル
誘
致
に
よ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
来
訪
者
、旅
行
者
の
宿
泊
環
境

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、魅
力
的
な
駅

周
辺
の
環
境
を
創
出
す
る
も
の
で
す
。

　
決
定
し
た
ホ
テ
ル
事
業
者
お
よ
び
内
容

に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
４
月
ご
ろ
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
公
募
要
項
お
よ
び
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
は
、市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23‐３
５
３
５

変
更
予
定
日

12
月
20
日
火

（
都
合
に
よ
り
21
日
水
に
な
る
場
合
あ
り
）

セントファーレ

三河田原駅

田原駅南公共駐車場

豊橋鉄道渥美線

N

汐　
川

船倉橋西

新町 新町東

田原萱町
田原本町

福祉センター西

三河田原駅前西

１
０
０
４
５
１
０

■三河田原駅ロータリー内乗降場所
〈変更前〉

〈変更後〉

三河田原
駅前西

三河田原
駅前西

N

※赤色表示：今回の変更箇所
※道路表示文字変更・誘導サイン設置ほか工事を行います。

三
河
田
原
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の

乗
降
場
所
が
変
わ
り
ま
す

魅
力
あ
る
環
境
へ

三
河
田
原
駅
南
に
ホ
テ
ル
を
誘
致
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わたしの地区の民生委員・児童委員
民生委員・児童委員は、住民の日常生活上の相談に気軽に応じ、福祉増進のために活動をし
ています。任期満了に伴う改選が１２月１日付で行われ、厚生労働大臣から委嘱（任期は３年
間）されました。民生委員・児童委員の活動へのご理解、ご協力をお願いします。（敬称略）　　▶地域福祉課☎23-3512

【民生委員・児童委員】
●六連
鈴木晃司（長上・久美原・浜田）／内海達雄（百 ・々新浜）
●神戸
荒木直子（川岸・サンコート）／井上隆雄（漆田一区）／河合
英司（漆田二区・東赤石）／鈴木朗正（漆田三区）／河邉和則

（神戸市場・希望が丘）／光島祐子（青津）／福井賢一（赤松・
志田・新美）／西川雄二（南町・谷ノ口）／鈴木幸人（東ヶ谷）
●大草
鈴木伸吾（大草）／江藤巧（大草団地）
●田原東部
志手一光（相川・谷熊）／酒井修・平野光代（やぐま台）／北
川美惠・髙橋純子・辻達好（豊島・御殿山）
●田原南部
中泉正憲・彦坂賢昭（大久保）
●童浦校区
齋藤琇孝（吉胡）／佐藤岸男（木綿台・吉胡台）／鈴木和則・
牧野正孝（浦）／宮迫秀光（西浦）／柴田智子（波瀬・姫見台）
／藤城美好（白谷）／小林孝子（片浜・片西）／遠藤民夫（光
崎）
●田原中部校区
山本洋子（一番東）／伴恵子（一番西）／安田美由紀（三番
組）／齊藤てるみ（四番組東）／近藤喜一郎（四番組西）／鈴
木弘（四番組南）／柴田夏美（蔵王東ヶ丘）／佐々木覺（蔵王
南ヶ丘）／石原澄子（萱町一区）／青山智惠子（萱町二区）／
岩本邦彦（萱町三区）／白井秀行（本町）／金子勝芳・松本孝
子（新町）
●衣笠校区
鈴木久子・田中剛（加治）／鳥居嘉之（衣笠）／鈴木幾雄（八
軒家）／金田宣江（藤七原）／樅山妙子（鎌田・東滝頭）／本
多まゆみ（赤石）
●野田校区
河合澄子（芦・南）／河合満代（彦田・雲明・保井）／山田通

（東馬草・西馬草）／小久保京子（野田市場・今方・北海道）／
富田清（山ノ神・仁崎）／森泰子（ほると台）

●高松
水野まつ子（高松新井・谷倉・東脇）／浅井かず（高松西脇・
中村）／大羽チズヱ（高松一色）
●赤羽根校区
中村美千代（赤羽根東）／太田和美（赤羽根中）
●若戸校区
宮本憲（池尻）／玉越昢夫（若見）／林昇二（越戸）
●和地
坂口郷（和地一色）／河合英雄（和地）／中村弘吉（土田）
●堀切
髙瀬長男・小久保せつ子・髙瀬和子（堀切）／山口久和（小塩
津）
●伊良湖
小久保克道（伊良湖）／内藤康宏（日出）
●亀山
本田雅彦（亀山）／井本光宏（西山）
●中山校区
荒木愛子・細田敬治・三竹清一・荒木田洋子（中山）／川手陽
久・伊藤康弘・青山洋子・鬼頭敏代（小中山）
●福江校区
石本和代（長沢）／神谷明・近藤秀樹・石井志津子・小久保恭
子（福江）／上村進（新宅）／小野久仁雄（向山）／吉田有二・
小塚京子・小久保明弘（保美）
●清田校区
田中昭弘（山田）／廣田忍（高木）／齋藤和義（折立）／山本
喜美子・大谷五月（古田）
●泉校区
鈴木克之助（宇津江）／加藤嘉明・石川祐子（江比間）／樅山
節生（八王子）／河合さち代（村松）／渡辺徳道（馬伏）／河
合恵子（伊川津）／伊藤祥子（石神）／藁科ひろみ（夕陽が
浜）　

【主任児童委員】
大谷弘美／鈴木和子／中神克江／藤目栄子／大野幸代／
山本栄子／永富結美
※赤羽根校区（赤羽根西）については欠員となっています
が、委嘱されましたらお知らせします。

▪意見提出方法
①公表場所へ持参 ②郵便 ③ＦＡＸ 
④Ｅメールのいずれかで住所、氏名、
電話番号を明記の上提出してくださ
い。（個々のご意見には直接回答しま
せん。）
▪計画案などの公表場所
各担当課、市役所情報広場、赤羽根市民
センター、渥美支所地域課、中央図書館、
市ＨＰ

パブリックコメント意見募集！ ▶意見募集期間＝12月19日月～平成29年１月20日金

▪第10次田原市交通安全推進計画案

人命尊重の理念に基づき、交通事
故のない社会を目指すために策定
します。

担当課▶総務課 
☎23-3504  23-0180

kotsubohan@city.tahara.aichi.jp

1004554
▪家庭系ごみ有料化の導入について

平成30年2月から家庭系ごみ有料
化を導入するにあたり、その考え
方について意見を募集します。

担当課▶廃棄物対策課 
☎23-3538  23-1832

haikibutsu@city.tahara.aichi.jp

1004553
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「赤羽根文化の森」展望台から大山方面（西側）を望む
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夜の帳を染める。
夜10時過ぎ。暗闇に包まれていた空が、徐々にオレンジ色に染まっていく。
ぼんやりと明るくなった空は、太平洋岸に打ち寄せる波すら浮かび上がらせる。

照明によって開花時期を遅らせる「電照菊」。
この栽培方法が始まったのは昭和20年代。
近年では、ＬＥＤ照明の導入で、その色はざまざまに。

田原市の秋の風物詩。
今夜も夜空を優しく照らす。
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▪
消
防
出
初
式
と
は
？

　
消
防
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
る
仕
事
始

め
の
行
事
で
、
田
原
市
で
は
毎
年
１
月
初

旬
に
は
な
の
き
広
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
職
団
員
と
消
防
車
両
が
行
進
す
る

分
列
行
進
や
、
消
防
職
員
に
よ
る
特
別
演

技
を
披
露
し
、
そ
の
年
の
防
火
の
誓
い
を

立
て
ま
す
。

　
特
別
演
技
で
は
、
は
し
ご
に
登
っ
た
乗

り
手
が
伝
統
の
技
を
披
露
す
る
「
は
し
ご

乗
り
」
を
行
い
ま
す
。

▪
な
ぜ
、
は
し
ご
に
乗
る
の
？

　
出
初
式
で
は
し
ご
に
乗
る
由
来
は
、
江

戸
時
代
の
町
火
消
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。消
防
機
器
が
整
っ
て
い
な
い
当
時
は
、

火
災
が
起
き
た
と
き
に
は
し
ご
は
必
須
道

具
で
し
た
。
は
し
ご
に
乗
っ
て
風
向
き
や

火
元
の
確
認
、
建
物
の
配
置
を
把
握
し
て

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
は

し
ご
に
乗
る
に
は
技
術
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
火
事
に
備
え
て
技
と
度

胸
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
普
段
か
ら
は
し

ご
を
使
っ
た
訓
練
を
行
い
、
出
初
式
の
日

に
披
露
す
る
風
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
現
代
で
は
、
は
し
ご
車
な
ど
消
防
機
器

が
充
実
し
て
い
る
た
め
、
は
し
ご
を
使
う

場
面
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
町
火
消

の
伝
統
を
後
世
に
伝
え
る
目
的
で
出
初
式

で
は
し
ご
に
乗
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

し
て
い
ま
す
。

　
田
原
市
消
防
出
初
式
で
は
、
約
６
ｍ
の

青
竹
に
13
段
の
横よ

こ
さ
ん桟
を
つ
け
た
は
し
ご
を

使
用
し
、
担
い
方
６
名
、
長
と
び
４
名
が

10
本
の
と
び
口
で
は
し
ご
を
支
え
、
登
り

手
が
は
し
ご
の
上
で
華
麗
な
る
妙
技
を
披

露
し
ま
す
。

◦
は
し
ご
乗
り
の
技

　
今
年
で
34
回
目

と
な
る
防
火
ポ
ス

タ
ー
展
は
、
幼
少

期
か
ら
消
防
へ
の

親
し
み
と
火
災
予

防
に
対
す
る
意
識
を
育
み
、
市
内
全
域
に

火
災
予
防
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
市
内
の
小
学
校
６
年
生
５
６
６

名
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
※
敬
称
略

▪
最
優
秀
【
田
原
市
防
火
協
会
長
賞
】

▪
優
秀
【
田
原
市
長
賞
】
今
川　
望
（
田

原
東
部
小
）【
田
原
市
議
会
議
長
賞
】
長

谷
川
こ
こ
ろ
（
田
原
東
部
小
）【
田
原
市

教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】小
山
田
光
姫（
衣

笠
小
）【
田
原
市
消
防
団
長
賞
】
杉
浦
統

悟
（
野
田
小
）【
田
原
市
危
険
物
安
全
協

消
し
ま
し
ょ
う

　そ
の
火
そ
の
時

　そ
の
場
所
で

消太

救子

冬
号

▪
平
成
29
年
田
原
市
消
防
出
初
式

【
日
時
】

平
成
29
年
１
月
７
日
土 

午
前
９
時
30
分
～

【
場
所
】

は
な
の
き
広
場（
田
原
町
汐
見
）

泉小学校 
榊原　唯

田
原
市
消
防
出
初
式

◦
一い
っ
ぽ
ん
は
っ
そ
う

本
八
艘

◦
鯱し
ゃ
ち

◦
肝き
も
つ
ぶ潰
し

◦
谷た
に
覗の
ぞ
き

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
展
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今
年
７
月
20
日
に
発
生
し
た
救
急
事
案

に
お
い
て
、
迅
速
な
１
１
９
番
通
報
や
胸

骨
圧
迫
な
ど
の
適
切
な
応
急
手
当
に
よ
り

救
命
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
市
内

に
住
む
鈴
木
一
博
さ
ん
、
鈴
木
房
子
さ

ん
、
小
林
晃
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

⑥
行
く
○
○
、来
る
○
〇

⑦
虫
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
風
を
通
す

戸
⑧
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
で
上
下

2
階
に
ま
た
が
る
住
戸
の
こ
と

⑨
カ
ナ
ダ
の
国
旗
に
使
用
さ
れ
て
い

る
の
は
○
○
○
の
葉

⑩
小
さ
な
穴
を
あ
け
る
道
具

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
土
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　
ホ
イ
ス
ト
】

（
応
募
総
数
33
通
中
、正
解
33
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
七
五
三
の
お
祝
い
に
配
ら
れ
る
あ
め

②
水
を
流
す
た
め
に
地
面
に
細
長
く
掘
っ
た

も
の

③
○
○
○
は
遅
刻
の
原
因
の
一
つ
で
す

④
列
車
が
停
車
し
、人
が
乗
り
降
り
す
る
所

⑤「
繊
細
」を
英
語
で
言
う
と

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①

⑥

②

④

③

⑨

⑦

⑧Ｃ Ｂ

⑤Ａ

Ｄ ⑩Ｅ

会
長
賞
】
吉
村
優
希
（
亀
山
小
）【
田
原

市
消
防
長
賞
】
山
本
菜
々
子
（
衣
笠
小
）

　
最
優
秀
・
優
秀
・
入
選
作
品
30
点
は
、

平
成
29
年
２
月
ま
で
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
６
カ
所
で
開
催
さ
れ
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
で
掲
示
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
優
秀
作
品
は
、
田
原
市
防
火

協
会
・
田
原
市
危
険
物
安
全
協
会
の
防
火

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
火
災
予
防
啓
発
の
た

め
、
市
内
の
公
共
施
設
や
事
業
所
に
配
布

さ
れ
ま
す
。

▲田原市消防長から感謝状を贈
呈された（写真左から）鈴木房子
さんと鈴木一博さん

救
急
活
動
協
力
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈
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●
現
場
活
動
を
積
極
的
に
行
う
た
め
、
農

業
委
員
と
は
別
に
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
設
置
し
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農
業
委

員
と
連
携
し
、
担
当
区
域
で
担
い
手
へ

の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
解
消

等
に
お
け
る
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
定
数
は
条
例
で
定
め
、
農
業
委
員
と
同

時
期
に
募
集
し
ま
す
。

主
な
業
務
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
地
域
の
農
業

者
な
ど
の
話
し
合
い
を
推
進

・
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
い
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
の
推
進

・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
を
推

進
❸
農
業
委
員
会
の
必
須
業
務
に
「
農
地
利

用
の
最
適
化
の
推
進
」
が
加
わ
り
ま
す

●
農
地
の
権
利
異
動・転
用
等
の
許
認
可
、

農
地
利
用
状
況
調
査
な
ど

●
農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）

の
推
進 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止・解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）

の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て
、
平
成
27
年

９
月
に「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
変
更
と
な

る
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❶
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
す

　
選
挙
制
と
市
町
村
長
の
選
任
制（
議
会・

団
体
推
薦
）
の
併
用
か
ら
、
左
記
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
し
、
市

町
村
長
の
任
命
制
一
本
と
す
る
。

●
過
半
を
認
定
農
業
者
と
す
る
。

●
農
業
者
以
外
の
者
で
、
中
立
な
立
場
で

公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

を
１
人
以
上
入
れ
る
。

●
女
性
・
青
年
も
積
極
的
に
登
用
す
る
。

※
農
業
委
員
は
、
法
律
の
経
過
措
置
に
よ

り
、
任
期
満
了
（
平
成
29
年
７
月
27
日
）

ま
で
在
任
し
ま
す
。

❷
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
設
し

ま
す

47 平成 28 年 12 月

☎23-3519／FAX22-3817
 1001917

　

 

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

　

 

農
業
委
員
会
へ
お
届
け
く
だ
さ
い

　
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
の
権
利
を
取

得
す
る
場
合
は
、
農
地
法
に
よ
る
許
可
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
の

あ
る
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

権
利
が
確
定
（
相
続
登
記
な
ど
）
し
た
時

点
で
、
権
利
を
取
得
し
た
方
が
届
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

    

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

　　

農
業
者

の
老
後
生

活
の
安
定

と
福
祉
の

向
上
を
図

る
と
と
も

に
、
保
険

料
助
成
を
通
じ
て
、
農
業
の
担
い
手
を
確

保
す
る
目
的
を
併
せ
持
つ
、
農
業
者
の
た

め
の
年
金
で
す
。

●
加
入
の
要
件

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
方
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶

者
、
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入

で
き
ま
す
。
脱
退
も
自
由
で
す
。

●
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト

❶
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す

自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
、
そ
の

運
用
実
績
に
よ
り
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠
出

型
）
の
年
金
で
す
。
加
入
者
や
受
給
者

の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金

制
度
で
、
運
用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で

保
険
料
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

❷
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
で

す農
業
者
年
金
は
、
65
歳
か
ら
生
涯
支
給

さ
れ
ま
す
。
仮
に
加
入
者
や
受
給
者
が

80
歳
に
な
る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に

受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
（
老

齢
年
金
）
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

❸
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。（
表
１
）

❹
保
険
料
の
額
は
、
自
由
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
に
合
わ

せ
、
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
０
０
０

円
ま
で
の
間
で
千
円
単
位
で
自
由
に
決

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
業
経
営
の
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も

見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❺
農
業
の
担
い
手
は
手
厚
い
政
策
支
援

（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が
受
け
ら
れ

ま
す

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、
保
険
料
の
う
ち
国
か
ら
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
法
等
の
許
可
申
請
は

余
裕
を
も
っ
て
！

　
農
地
法
等
の
許
可
申
請
の
受
付
は
、
原

則
と
し
て
毎
月
５
日
締
め
切
り
で
す
。（
５

日
が
土
曜
、日
曜
、祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
申
請
の
際
に
は
、
記
載
漏
れ
や
誤
り
が

な
い
か
、
添
付
書
類
は
そ
ろ
っ
て
い
る
か

な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
、
添
付
書
類
に
不
備

や
不
足
が
あ
る
と
、
当
月
分
と
し
て
受
付

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
事
前
に
窓
口
で
ご

相
談
の
上
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請
手
続
き

を
行
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。（
締
切

日
以
降
の
申
請
は
、
翌
月
分
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

※
詳
細
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◦保険料支払いによる節税効果の試算（表１）

税率
（所得税＋住
民税１０％）

所得の目安

保険料支払額別の節税額

月額２万円
（年額２４万円）

月額 4 万円
（年額４８万円）

月額 6 万 7 千円
（年額８０万４千円）

15％ ～ 195 万円未満 36,000 円 72,000 円 120,600 円

20％ ～ 330 万円未満 48,000 円 96,000 円 160,800 円

30％ ～ 695 万円未満 72,000 円 114,000 円 241,200 円
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歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

44.5％（執行率） 84.6億円（予算現額）

18.3％

30.1％

47.6％

39.6％

38.4％

19.1％

33.4％

57.2％

51.3％

31.7％

39.5億円

37.7億円

31.1億円

29.9億円

28.1億円

24.3億円

19.3億円

10.5億円

2.2億円

0.7億円

歳出予算
307億8,881万円

支出済額
112億683万円
（36.4％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

公債費
（借金の返済）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

63.8％（収入率） 165.7億円（予算現額）

74.8％

29.6％

15.6％

48.6％

157.9％

0.0％

0.0％

45.7％

33.4％

26.6億円

25.8億円

22.0億円

18.9億円

11.8億円

11.0億円

9.5億円

7.2億円

9.6億円

歳入予算
307億8,881万円

収入済額
170億8,195万円
（55.5％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

繰越金
（去年余ったお金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

市税
（市民税・固定資産税など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成28
年9月30日現在の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示単位を四捨五入しているため、合
計額などが合わない場合があります。▶財政課☎27-8601

■市債（借入金）の残高 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 348 万 4,825㎡

建物 市役所・学校など 39 万 7,956㎡

基金 財政調整基金など 173 億 5,426 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,920 万円

一般会計
199億6,324万円

特別会計
104億9,689万円

教育債
25億5,168万円

土木債
28億1,084万円

その他（総務債・衛生債・民生債など）
9億9,272万円

公共下水道事業特別会計
75億1,581万円

農業集落排水事業特別会計
29億8,108万円

総額●304億6,012万円
臨時財政対策債
78億5,500万円

減収補てん債
23億1,245万円

減税補てん債 7億5,386万円

消防債 10億9,957万円
公営住宅債 10億5,457万円

農林水産業債 5億3,257万円

歳出
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歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

44.5％（執行率） 84.6億円（予算現額）

18.3％

30.1％

47.6％

39.6％

38.4％

19.1％

33.4％

57.2％

51.3％

31.7％

39.5億円

37.7億円

31.1億円

29.9億円

28.1億円

24.3億円

19.3億円

10.5億円

2.2億円

0.7億円

歳出予算
307億8,881万円

支出済額
112億683万円
（36.4％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

公債費
（借金の返済）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

63.8％（収入率） 165.7億円（予算現額）

74.8％

29.6％

15.6％

48.6％

157.9％

0.0％

0.0％

45.7％

33.4％

26.6億円

25.8億円

22.0億円

18.9億円

11.8億円

11.0億円

9.5億円

7.2億円

9.6億円

歳入予算
307億8,881万円

収入済額
170億8,195万円
（55.5％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

繰越金
（去年余ったお金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

市税
（市民税・固定資産税など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

市の家計簿を公表します
■一般会計　予算額　307億8,881万円

平成28年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 91 億 6,241 万円 36 億 1,739 万円 39.5％ 40 億 3,768 万円 44.1％
公共下水道事業特別会計 17 億 5,195 万円 2 億 1,325 万円 12.2％ 5 億 4,122 万円 30.9％
農業集落排水事業特別会計 8 億 9,541 万円 1 億 8,435 万円 20.6％ 2 億 6,742 万円 29.9％
田原福祉専門学校特別会計 １億 3,736 万円 7,789 万円 56.7％ 5,887 万円 42.9％
介護保険特別会計 48 億   294 万円 26 億 4,834 万円 55.1％ 17 億 7,709 万円 37.0％
後期高齢者医療特別会計 7 億 4,104 万円 ２億     18 万円 27.0％ 1 億 2,266 万円 16.6％

計 174 億 9,111 万円 69 億 4,140 万円 39.7％ 68 億 493 万円 38.9％

予算区分 収入予算額 収入率 支出予算額 執行率
収益的収支 14 億 6,649 万円 41.0％ 14 億 2,854 万円 25.0％
資本的収支 8,505 万円 0.0％ 6 億   314 万円 2.2％

■特別会計

■水道事業会計

歳入
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●みんな注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入のう
え、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　毎月第１日曜日には田原市サーフィン協会主催の
合同ビーチクリーンがあり、東海３県から来るサー
ファーは、開催時間になると全員海から上がり海岸
清掃を行っています。また、海岸近くの住民の皆さ
んをはじめ、海岸清掃のボランティア活動をしてい
る団体も多くあり、皆さんのおかげで、田原市のき
れいな砂浜の景観は守られています。
　私もサーフィンした後には、サーフボード片手に、
空いている片手で一つのごみを必ず拾うようにして
います。
　しかし、同じ場所でも、翌日また海に行くと、前日よ
りもごみが増えていることもあります。こうしたごみ
は、川から海に流れ着いた漂着ゴミで、ポリ袋や食
品トレー、空き缶、ペットボトル、タバコの吸い殻など、私たちの生活
から出てきたものです。なにげなく、ポイ捨てしたものが最終的に
海岸へ流れ着きます。
　私たちにできることは、こういったことを認識し、「ごみをきちん
と決められたところへ出す」ことです。そして、できるだけごみをだ
さない暮らしをすることが大事なのではないでしょうか。
　次の世代にも、この田原市の素晴らしい砂浜を残していくため、
皆さんご協力をお願いします。

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

懸山 葵翔くん
あお  と

4カ月
田原町

齊藤 俐太くん
り   た

1歳
赤羽根町

丹羽 陽花梨ちゃん
ひ　か　り

7カ月
吉胡台

高崎 央稀くん
おう き

8カ月
六連町

植田 旺輝くん
おう き

2歳
向山町

田村 真愛ちゃん
ま  な

9カ月
東赤石

広報サポーター
近藤洋介

　「自分たちの校区は自分たちで良い環境づくりをしよう！」
を合言葉に、コミュニティ協議会の環境産業部会を中心とし、
各地区総代の協力により年数回、農道や幹線道路の除草作
業を行っています。
　今年度、コミュニティ施設整備事業としてトラク
ター装着型草刈り機を購入しました。作業効率も
上がり、さらに広範囲で除草を行うことができるよ
うになりました。校区全体を良い環境に保つことが
できるのでは、と思います。

　これからも、みんなで環境美化に取り組み、一人
一人の意識を高め、野田校区がきれいなまち・住
みやすいまちになっていくことを期待しています。

みんなで草刈り、みんなで環境づくり

野田校区
コミュニティ
協議会

☎25‐0004

［投稿者］

サーフィン後、空いた手でごみを拾う　

▲除草作業の様子

▲毎月第１日曜日に開催される合同ビーチクリーンの様子

平成28年12月  広報たはら │    │12



●みんな注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入のう
え、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　毎月第１日曜日には田原市サーフィン協会主催の
合同ビーチクリーンがあり、東海３県から来るサー
ファーは、開催時間になると全員海から上がり海岸
清掃を行っています。また、海岸近くの住民の皆さ
んをはじめ、海岸清掃のボランティア活動をしてい
る団体も多くあり、皆さんのおかげで、田原市のき
れいな砂浜の景観は守られています。
　私もサーフィンした後には、サーフボード片手に、
空いている片手で一つのごみを必ず拾うようにして
います。
　しかし、同じ場所でも、翌日また海に行くと、前日よ
りもごみが増えていることもあります。こうしたごみ
は、川から海に流れ着いた漂着ゴミで、ポリ袋や食
品トレー、空き缶、ペットボトル、タバコの吸い殻など、私たちの生活
から出てきたものです。なにげなく、ポイ捨てしたものが最終的に
海岸へ流れ着きます。
　私たちにできることは、こういったことを認識し、「ごみをきちん
と決められたところへ出す」ことです。そして、できるだけごみをだ
さない暮らしをすることが大事なのではないでしょうか。
　次の世代にも、この田原市の素晴らしい砂浜を残していくため、
皆さんご協力をお願いします。

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

懸山 葵翔くん
あお  と

4カ月
田原町

齊藤 俐太くん
り   た

1歳
赤羽根町

丹羽 陽花梨ちゃん
ひ　か　り

7カ月
吉胡台

高崎 央稀くん
おう き

8カ月
六連町

植田 旺輝くん
おう き

2歳
向山町

田村 真愛ちゃん
ま  な

9カ月
東赤石

広報サポーター
近藤洋介

　「自分たちの校区は自分たちで良い環境づくりをしよう！」
を合言葉に、コミュニティ協議会の環境産業部会を中心とし、
各地区総代の協力により年数回、農道や幹線道路の除草作
業を行っています。
　今年度、コミュニティ施設整備事業としてトラク
ター装着型草刈り機を購入しました。作業効率も
上がり、さらに広範囲で除草を行うことができるよ
うになりました。校区全体を良い環境に保つことが
できるのでは、と思います。

　これからも、みんなで環境美化に取り組み、一人
一人の意識を高め、野田校区がきれいなまち・住
みやすいまちになっていくことを期待しています。

みんなで草刈り、みんなで環境づくり

野田校区
コミュニティ
協議会

☎25‐0004

［投稿者］

サーフィン後、空いた手でごみを拾う　

▲除草作業の様子

▲毎月第１日曜日に開催される合同ビーチクリーンの様子

広報たはら  平成28年12月│    │13



市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

　
若
戸
校
区
は
、田
原
市
の
中
南
部
、赤
羽

根
漁
港
の
西
側
に
位
置
し
温
暖
で
施
設
園

芸
が
盛
ん
な
農
村
地
域
で
す
。

　
若
戸
校
区
で
は
、「
人
と
自
然
と
産
業
が

共
生
す
る
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
」を
将

来
像
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
活
動
の
一
部
と

地
域
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

▪
地
引
き
網

　

昭
和
60
年
当
時
、地
引
き
網
を
知
ら
な

い
子
ど
も

た
ち
の
た

め
に
、池

尻
の
網
元

さ
ん
と
小

学
校
が
一

緒
に
な
っ

て
、学
校

行
事
と
し

て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
の
小
学
校
区
制
の
導
入
を
機

に
、若
戸
校
区
と
し
て
の
支
援
も
始
ま
り
、

今
年
度
か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

行
事
と
し
て
、去
る
７
月
30
日
に
開
催
し

ま
し
た
。当
日
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
魚

が
取
れ
、地
元
住
民
が
講
師
と
な
っ
た
現

地
で
の「
魚
の
学
習
会
」は
、子
ど
も
た
ち

に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

▪
越
戸
区「
白し
ら
や
ま
ひ
め

山
比
咩
神じ
ん
じ
ゃ社
山だ

し車
」再
現　

　
天
保
13
年
に
奉
納
さ
れ
た
御
鏡
と
共
に

古
い
山
車
が
保
存
さ
れ
て
い
た
た
め
、専

門
家
と
文
化
財
課
の
学
芸
員
に
見
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、明
治
後
半
か
大
正
初
期

の
作
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。山
車

の
形
は
、田
原
の
山
車
の
よ
う
な
名
古
屋

型
で
は
な
く
、豊
橋
の
二
川
系
に
近
い
型

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

近
年
に
復
元
し
た
の
は
昭
和
52
年
で
、

そ
れ
以
降
は
社
務
所
内
に
大
切
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
し
た
。不
足
す
る
材
料
に
苦
労

し
な
が
ら
も
、越
戸
の
区
長・会
計
は
じ
め

瀬
古
長
な
ど
地
元
役
員
の
協
力
を
得
て
再

現
し
、地
域
の
方
々
に
お
披
露
目
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

市
民
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金

応
募
受
付
中

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
者
の
皆
さ
ん
に
オ

ス
ス
メ
！

　
「
市
民
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金
」

は
、若
者
の
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
を
応
援

す
る
制
度
で
す
。地
元

の
仲
間
、職
場
の
同
僚

と
一
緒
に
市
民
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、楽

し
み
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ

ん
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
ま
ち
を
元
気
に

し
ま
す
！

【
募
集
期
間
】平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）ま

で
随
時
募
集

【
対
象
事
業
】ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
て
行

わ
れ
、公
共
性
が
期
待
さ
れ
る
事
業
で
、

平
成
29
年
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
事

業　

※
例
え
ば
…
伝
統
文
化（
祭
り
の

会
な
ど
）を
復
活
さ
せ
る
活
動
、お
見
合

い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
活
動
、子

育
て
中
の
パ
パ
と
マ
マ
で
サ
ロ
ン
会
を

開
催
す
る
活
動
な
ど

【
対
象
団
体
】お
お
む
ね
18
歳
か
ら
40
歳
ま

で
の
市
民
５
人
以
上
の
団
体

【
補
助
金
額
】事
業
費
の
２
分
の
１（
１
事

業
に
つ
き
上
限
10
万
円
）

【
応
募
方
法
】企
画
課
で
配
布
す
る
提
案

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接

ま
た
は
郵
送
で
提
出
。提
案
用
紙
は
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可（

１
０
０
１
０
５
７
）

▼
企
画
課

☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

若
戸

○申請の流れ
１．事前相談
２．申請書類の提出（事業開始予定日
　の２週間前まで）
３．書類審査（企画課と事業に関係す
　る部署とで審査を行います。）
４．交付決定、事業開始
５．実績報告（事業完了後２０日以内）
６．事業報告会にて活動報告（２、３月
　頃）
７．補助金の請求

◦地引き網の様子

◦再現された山車
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　六連小学校は、５月に浜田海岸で親子学級で地引き網を
開催しました。当日は、少し波が荒く、網元さんも船を出す
か迷っていましたが、子どもたちが楽しみにしている地引
き網ということで、頑張って船を出してくれました。船が出
たのを見送った後は、親子で海岸清掃を行いました。海岸を
使う人のマナーが良いためか、ごみが少なかったです。
　清掃後は、網引きです。地区別に左右に分かれ、力を合わ
せて網を引きました。鱗が銀色にぴちぴちと光り、用意して
いた桶に入りきらないほどの大漁でした。その後、網元さん
から魚の紹介がありました。ヒラメ、スズキ、カマス、アジな
ど立派な魚がたくさんいて、紹介されるたびに、子どもたち
から「おお」「すごい」と歓声が上がりました。そして、ＰＴＡ
の方たちが作ってくれた豚汁とデザートを参加者全員でい
ただき、取れた魚をみんなで分けて解散となりました。
　家庭と学校、地域の人たちみんなが触れ合える地引き網。
来年も天候に恵まれ、行うことができるとうれしいです。

　亀山小学校区は、全国でも有名なキャベツ産地です。子どもたちの中にも、キャベツの栽培に関
わっている家庭の子がたくさんいます。学校でも、ＰＴＡの協力を得て、栽培を行っています。９月
に苗を植え、２月の上旬に収穫をします。収穫までに子ど
もたちは、草とりを中心に世話をします。収穫したキャベ
ツは、ＰＴＡの方が市場へ持って行ってくれます。昨年度
は、収穫時にちょうどキャベツの値が下がったこともあ
り、収益金は例年に比べると、少し残念な結果になったよ
うです。
　キャベツは、学校の近くにある農園「汗の広場」に植えま
す。今年の秋は雨が多く、畝

うね
づくりや苗植えが予定通りに

進まず苦労しましたが、ＰＴＡの方たちが雨
あまあい

間をぬって手
際よく畝

うね
を作ってくれました。

　さて、いよいよ苗植えです。ＰＴＡの方たちが手渡して
くれた苗を子どもたちは慎重に扱います。少しでも立派な
キャベツができるよう、優しく心を込めて苗を土に植えて
いきます。一生懸命植えたキャベツは、きっとおいしいに
違いありません。来年の２月には大豊作になることを期待
して、先日の苗植えを無事終えることができました。 ◦やったぁ！大豊作！（昨年度）

「親子学級（地引き網）」
地域で育つ子ども 六連小学校

「キャベツの栽培」
豊作をめざして 亀山小学校

◦大切に大切に（苗植え）

◦親子で網を引く様子

◦船を出す網元の方たち
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　秋季全国火災予防運動の一環として、市内の保育園・
こども園が防火パレードを行いました。園児たちはそ
ろいの法被を羽織り、拍子木を打ち鳴らしながら音楽
に合わせて火の用心を呼びかけました。その場に居合
わせた地域の皆さんは、元気な声で呼びかける園児た
ちの姿を温かなまなざしで見守っていました。

「火の用心」を願い
元気よくパレード

11/2
［水］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

　自主防災会一斉防災訓練が市内各地域
で開催され、約１万３０００名が参加しました。
　この訓練は、自主防災会が主体となり、地
域の状況に応じた訓練を選定し毎年実施し
ています。参加した皆さんも、災害時に必要
な行動や日ごろの備えなどを再確認する良
い機会となりました。

自助と共助で高める
地域の防災力

11/13
［日］

▪第47回ジュニアオリンピック
陸上競技大会

（神奈川県横浜市［10／28～30］）

◎東部中陸上競技部
【写真左】吉居駿

しゅんすけ

恭くん（１年男子
１５００ｍ）

【同右】吉居大
や ま と

和くん（３年男子
３０００ｍ）

▪第7回全国少年少女チャレンジ
創造コンテスト全国大会

（東京都目黒区［11／26］）

◎ＩＹＫ岬
【写真左から】
鈴木一

い っ せ い

生くん、中村優
ゆ う た

太くん、長尾
憲
け ん し ん

伸くん、（いずれも伊良湖岬小６
年）

▲「火の用心」を呼びかける園児たち【写真は稲場保育園】

▲非常食（アルファ化米）を参加者に配布する自主防災会の皆さん【写真は大草地区】
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　１１月５日（土）・６日（日）に、田原市長杯少
年野球交流大会が渥美運動公園などで開催
されました。伊勢湾口道路の早期実現を目指
し、平成９年から行われているこの大会。今年
は田原市から１１チーム、伊勢・志摩地域から７
チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。

念願の懸け橋実現へ
野球で深める交流

11/5
［土］

　本市では、平成２０年３月に「市民協働
まちづくり条例」を制定し、地域コミュニ
ティ、ボランティア団体、ＮＰＯなど多く
の皆さんがさまざまな形で本市のまち
づくりに取り組まれています。
　１０月初旬、私はある海岸清掃のボラ
ンティアに参加しました。この取り組み
には、企業の従業員や一般の市民の皆
さんなど、２日間で延べ１9００名が参加
されたとのこと。美しくなった海岸を見
て、「まちづくりは人づくり」であることを

実感しま
した。
　「 こ の
まちをよ
くしたい」という思いが人と人を結びつ
け、共感の輪が広がり、大きな力を発揮
します。
　頼もしい「地域と市民のチカラ」に恵
まれた渥美半島。今回、このすばらしい
財産とともに、次の世代へ引き継げるま
ちづくりへの決意を新たにしました。

頼もしい「地域と市民のチカラ」

　渥美半島菊花大会が10月２5日（火）から１１月６日
（日）の期間にサンテパルクたはらで開催されました。地
域の特産である「菊」を広くＰＲし、観光振興につなげる
ために毎年開催されています。主な入賞者は次のとおり。

（敬称略）
【内閣総理大臣賞】渡会君子（小塩津町）【農林水産大
臣賞】河合伸二（和地町）【愛知県知事賞】大羽タエ子

（高松町）、大羽義市（高松町）、荒木和子（和地町）

自慢の大輪
彩り鮮やかに

11/3
［木・祝］

▲元気よく選手宣誓を行う二見野球スポーツ少年団（伊勢市）の二木貫太主将
【大会結果】Ａブロック優勝：二見野球スポーツ少年団（伊勢市）、Ｂブロック優勝：今一色
野球スポーツ少年団（伊勢市）

▲個人の愛好家のほか、保育園や小学校からも出品され、会場内は華やか
な雰囲気となりました
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表
彰

平
成
28
年
秋
の
褒
章

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方
々
が
褒
章
の
栄
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▪
黄
綬
褒
章

磯
田
義よ
し
と人
（
磯
田
園
製
茶
株
式

会
社
会
長
／
業
務
精
励
／
田
原

町
）

原
薗
義よ
し
ひ
で秀
（
元
田
原
鉱
産
株
式

会
社
社
長
／
業
務
精
励
／
吉
胡

町
）

公
平
委
員
会
委
員

総
務
大
臣
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り

公
平
委
員
会
委
員

と
し
て
尽
力
さ
れ

た
元
田
原
市
公
平

委
員
会
委
員
・
河

合
完
治
さ
ん
（
野
田
町
）
が
、
10

月
28
日
（
金
）、
総
務
大
臣
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

平
成
28
年
度
社
会
教
育
功
労
者

　
永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
に
功

労
の
あ
っ
た
田
原
市
社
会
教
育
審

議
会
委
員
・
神
谷
道
宣
さ
ん
（
高

松
町
）
が
、
11
月
10
日
（
木
）、

文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

平
成
28
年
度
愛
知
県
多
文

化
共
生
推
進
功
労
者

　
永
年
に
わ
た
り
多
文
化
共
生
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

た
、あ
か
ば
ね
ひ
ら
が
な
の
会（
代

表
：
中
村
都
祁
子
氏
）
が
、
11
月

５
日
（
土
）、
愛
知
県
多
文
化
共

生
推
進
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

▼
広
報
秘
書
課

☎
22‐０
１
３
８

23‐１
６
９
１

募
集

田
原
市
職
員

臨
床
心
理
士

　

 　

 

１
０
０
４
５
７
３

募
集
人
員
：
１
名　
対
象
：
昭
和

42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

お
し
ら
せ

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

※
そ
の
他
、
資
格
・
勤
務
経
験
な

ど
の
要
件
あ
り　
採
用
期
間
：
平

成
29
年
４
月
１
日
～　

申
込
締

切
：
12
月
22
日
（
木
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

☎
23‐７
４
０
４

23‐０
１
８
０

出
土
品
整
理・発
掘
調
査
作

業
員       　

１
０
０
４
５
４
５

募
集
人
員
：
２
名　

採
用
期
間
：

平
成
29
年
１
月
４
日
～
２
月
28
日

勤
務
場
所
：
赤
羽
根
文
化
財
収
蔵

庫
ほ
か　
賃
金
：
時
給
８
７
０
円

（
現
場：９
５
０
円
）　
申
込
締
切：

12
月
14
日
（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
財
課

☎
27‐８
６
０
４

22‐３
８
１
１

税
務
課
臨
時
職
員

（
事
務
補
助
） 
１
０
０
４
５
５
８

採
用
期
間
／
募
集
人
員
：【
平
成

29
年
１
月
４
日
～
３
月
31
日
】
１

名
【
平
成
29
年
２
月
１
日
～
３
月

31
日
】
１
名　
対
象
：
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
を

扱
え
る
方　
勤
務
場
所
：
田
原
市

役
所　
賃
金
：
時
給
８
７
０
円

申
込
締
切
：
12
月
19
日
（
月
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

保
険
年
金
課
臨
時
職
員

（
事
務
補
助
） 

１
０
０
４
４
９
３

募
集
人
員
：
１
名　
対
象
：
窓
口

な
ど
の
対
応
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
を

扱
え
る
方　
採
用
期
間
：
12
月
21

日
～
平
成
29
年
２
月
28
日　
勤
務

場
所
：
田
原
市
役
所　
賃
金
：
時

給
８
７
０
円　
申
込
締
切
：
12
月

15
日
（
木
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22‐0138
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イ
ベ
ン
ト

サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る

日
時
：
12
月
10
日
（
土
）
午
後
３

時
～
５
時　
場
所
：
駅
前
広
場
・

セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
周
辺
（
雨
天
時
は

セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
、

荒
天
時
は
中
止
）　

内
容
：
ま
ち

な
か
で
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
、
駅

前
の
「
幸
せ
の
木
」
へ
願
い
事
を

書
い
た
四
つ
葉
プ
レ
ー
ト
を
飾
り

付
け
る
。　

※
詳
細
は
新
聞
折
込
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.tahara-tm

o.
com

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24‐２
３
４
５

24‐２
３
４
６

新
春
凧
揚
げ

日
時
：
平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
・

振
）
午
前
10
時
～　
場
所
：
道
の

駅
田
原
め
っ
く
ん

は
う
す
内
容
：

凧
揚
げ
、
小
凧

プ
レ
ゼ
ン
ト
、

餅
つ
き
ほ
か
（
天
候
に
よ
り
中
止

の
場
合
あ
り
）

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23‐３
５
１
６

22‐２
０
２
６

接
提
出　
そ
の
他
：
た
は
ら
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

第
１
回
田
原
市
芦
ヶ
池
ぐ

る
っ
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
０
０
４
５
３
９

日
時
：
平
成
29
年
１
月
29
日
（
日
）

午
前
８
時
～　
場
所
：
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
周
辺　

参
加
料
：【
高

校
生
以
上
】
５
０
０
円
【
中
学
生

以
下
】
３
０
０
円　

申
込
：
12
月

17
日
（
土
）
～
平
成
29
年
１
月
７

日
（
土
）
の
期
間
に
、
田
原
文
化

会
館
、
渥
美
運
動
公
園
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

用
紙
配
布
先
に
提
出
／
高
校
生
以

下
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
／
Ｈ

Ｐ
（http://toyohashi.m

ypl.net/
shop/00000349177/

）
か
ら
も
申

込
可　
主
催
：
田
原
市
陸
上
協
会

▼
田
原
市
体
育
協
会
事
務
局
（
田

原
文
化
会
館
内
）

☎
22‐６
０
６
３

22‐６
４
５
５

タ
ブ
レ
ッ
ト・パ
ソ
コ
ン
教
室

１
０
０
４
５
１
６

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方　
日
時
：
表
の
と
お
り

サ
ン
テ
新
春
フ
ェ
ア

日
時
：
平
成
29
年
１
月
３
日
（
火
）

午
前
10
時
～　
場
所
：
サ
ン
テ
パ

ル
ク
た
は
ら　

内
容
：
甘
酒
の

無
料
サ
ー
ビ

ス
、
餅
つ
き
大

会
、
キ
ャ
ベ
リ

ン
と
遊
ぼ
う
、

お
正
月
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25‐１
２
３
４

25‐１
２
３
５

大
会
・
講
座

田
原
市
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会

１
０
０
４
５
５
５

日
時
：
平
成
29
年
１
月
29
日
（
日
）

午
後
１
時
～　

場
所
：
渥
美
運
動

公
園 

屋
内
競
技
場　

チ
ー
ム
編

成
：【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
）】

１
チ
ー
ム
12
名
【
一
般
の
部
（
中

学
生
以
上
）】
１
チ
ー
ム
９
名　
参

加
料
：
無
料　
申
込
：
平
成
29
年

１
月
13
日（
金
）ま
で
に
、①
ス
ポ
ー

ツ
課
②
田
原
文
化
会
館
③
赤
羽
根

文
化
会
館
④
渥
美
運
動
公
園
⑤
各

市
民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
①
～
④
に
直

場
所
：
田
原
市

情
報
セ
ン
タ
ー 

メ
デ
ィ
ア
研
修

室
（
田
原
文
化

会
館
２
階
）　

内
容
：
初
心
者

向
け　
定
員：各
５
名
（
先
着
順
）

受
講
料
：
無
料
（
エ
ク
セ
ル
コ
ー

ス
は
１
０
０
０
円
）
／
テ
キ
ス
ト

代
は
表
の
金
額
を
実
費
負
担　
持

ち
物
：
筆
記
用
具　
申
込
：
直
接
・

電
話
に
て　

そ
の
他
：
受
講
中
・

申
込
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時

に
３
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可

▼
田
原
市
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22‐７
２
０
０

23‐２
８
０
８

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE

コース 日時（平成 29 年） テキスト代

はじめてのiPad体験講座 1／18水
13:30～15:30 100円

iPadアプリ基本講座 1／20金
13:30～15:30 200円

初心者のためのエクセル
２０１３（有料）

1／18水・20金・25水
27金10:15～12:15 1,290円

パソコン：OS＝windows10、使用ソフト：エクセル2013
タブレット：iPad Air
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講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
12
月
11
日（
日
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
を
救
え

19‐椿
椿
山
の
日
記
か
ら　
講
師
：

田
原
市
博
物
館
副
館
長 
鈴
木
利

昌　
受
講
料
：
無
料　
申
込
：
当

日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

１
０
０
４
５
７
２

対
象
：
県
・
市
が
実
施
し
た
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
講
座
修
了
者　
日
時
：

平
成
29
年
２
月
４
日
（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分　
場
所
：

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

親
子
で
参
加
！

東
三
河
就
活
準
備
ツ
ア
ー

対
象
：
東
三
河
地
域
で
就
職
を
考

え
て
い
る
大
学
、
短
大
、
専
門
学

校
生
と
そ
の
保
護
者
（
都
合
が

悪
い
場
合
は
ど
ち
ら
か
の
み
の

参
加
可
）　

日
時
：
平
成
29
年
２

月
８
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分　

内
容
：【
午

前
】「
就
活
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」
世

代
間
の
就
活
事
情
の
違
い
や
家
庭

で
の
就
活
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。【
午
後
】「
企

業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
」
東
三
河
地

域
の
企
業
2
社
を
訪
問
（
蒲
郡
信

用
金
庫
本
店
［
蒲
郡
市
］・
天
狗

缶
詰
㈱
三
河
工
場
［
豊
川
市
］）　

定
員
：
10
組
20
名
（
先
着
順
）　

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室

内
容
：
災
害
時
に
被
災
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
調
整
役
と
な
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
実
践
的

な
役
割
を
学
び
、
技
能
の
向
上
を

図
る　

受
講
料
：
無
料　

申
込
：

12
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
直
接
・

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）　

そ
の
他
：
講
座
終

了
後
に
修
了
証
書
を
授
与

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

生
涯
学
習
地
域
連
携
講
座

１
０
０
４
５
０
６

対
象
：
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
方
、
関
心
の
あ
る

方　
日
時
：
平
成
29
年
１
月
23
日

（
月
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　
場
所
：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室　
内
容
：
子
ど
も
の
育

ち
の
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

～
子
ど
も
た
ち
の
現
状
が
私
た
ち

に
投
げ
か
け
て
い
る
意
味
を
捉
え

て
～　
講
師
：
野
尻
紀
恵
氏
（
日

本
福
祉
大
学
准
教
授
）　

定
員
：

60
名
（
先
着
順
）　

受
講
料
：
無

料　
申
込
：
平
成
29
年
１
月
18
日

（
水
）
ま
で
に
電
話
に
て

参
加
料
：
無
料
（
昼
食
付
き
）　

申
込
：
電
話
・
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.tsc.co.jp/jinzai/jinzai_

t4/

）
フ
ォ
ー
ム
に
て　
申
込
先
：

㈱
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
☎

（
０
５
３
２
）44‐１
１
１
１

▼
愛
知
県
東
三
河
総
局
企
画
調
整

部
産
業
労
働
課

☎（
０
５
３
２
）54‐２
５
８
２

平
成
28
年
度
第
５
回
ウ
ィ
ッ
ト

講
座（
田
原
市
市
民
提
案
型
委

託
事
業
） 　
　

１
０
０
４
５
５
０

日
時
：
12
月
25
日
（
日
）
午
後
２

時
～
４
時　
場
所
：
田
原
市
福
祉

セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室　

内
容
：

映
画
「
厨
房
男
子
」
上
映
＆
監
督

高
野
史
枝
氏
の
ト
ー
ク　
定
員
：

60
名
（
先
着
順
）　

参
加
料
：
無

料　
申
込：Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
氏
名・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
女
性
会
議
ウ
ィ
ッ
ト
Ｗ
Ｉ
Ｔ

（
森
下
）

32‐３
９
６
３

放
送
大
学

（
平
成
29
年
４
月
入
学
）

内
容
：
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
大
学
／
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ

出
願
期
間
：【
第
１
回
】
平
成
29

年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で
【
第
２

回
】
平
成
29
年
３
月
20
日
（
月
・

祝
）
ま
で　
資
料
請
求
：
電
話
ま

た
は
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.ouj.
ac.jp

）
で
受
付

▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１‐１
７
７
１

生
活

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
冬
の
運
動

12
月
20
日
火
～

平
成
29
年
１
月
10
日
火

非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が
子

　
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
年
末
年
始
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
開
放
感
か
ら

青
少
年
が
有
害
な
環
境
に
接
す
る

機
会
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
地
域
、
家
庭
、
学
校

が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
事
項
：
パ
ト
ロ
ー
ル
、
啓
発

活
動
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
適
切
利

用
の
推
進
ほ
か

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１
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「
特
定
健
診
」「
後
期
高
齢
者

健
診
」は
12
月
末
ま
で

１
０
０
４
５
３
７

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て

自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

期
間
：
12
月
31
日
ま
で
の
診
療
時

間
内　
場
所
：
市
内
指
定
医
療
機

関　
費
用
：
無
料　
持
ち
物
：
受

診
券
（
５
月
末
に
発
送
済
み
）、

保
険
証　
そ
の
他
：
受
診
券
を
紛

失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行
し
ま

す
の
で
、お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
12
月
15
日
（
木
）
ま
で

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９（
特
定
健
診
）

☎
23‐３
５
１
４（
後
期
高
齢
者
健
診
）

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算

制
度　

 　

 

１
０
０
３
５
８
４	

　
こ
の
制
度
で
は
、
次
の
対
象
の

方
の
申
請
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

▪
対
象

　
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方①
世
帯
内
の
同
一
の
医
療
保
険

（
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
、
社
会
保
険
な
ど
）
の

加
入
者
で
、
１
年
間
（
毎
年
８

月
１
日
～
７
月
31
日
）
に
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自

己
負
担
を
支
払
っ
て
い
る
方

②
①
の
自
己
負
担
金
額
（
高
額
療

養
費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
差
し
引
い
た
額
）
の
合
計
が

表
の
負
担
区
分
ご
と
の
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
て
い
る
方

70 歳～ 74 歳（後期含む） 70 歳未満
所得区分 限度額 所得区分 限度額

現役並み所得者
（上位所得者） 67 万円

旧ただし書き所得 901 万円超 212 万円

旧ただし書き所得 600 万円超 901 万円以下 141 万円

一般 56 万円
旧ただし書き所得 210 万円超 600 万円以下 67 万円

旧ただし書き所得 210 万円以下 60 万円

低所得者Ⅱ 31 万円
住民税非課税 34 万円

低所得者Ⅰ 19 万円

▪
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
加
入
の
方

　
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎

年
２
月
ご
ろ
、
市
役
所
か
ら
「
お

知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の
で
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入

　
の
方

　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎

年
12
月
ご
ろ
愛
知
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
、
申
請
に
つ

い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま

す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９
（
国
保
）

☎
23‐３
５
１
４
（
後
期
）

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
と
い
っ
た
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
加
害

者
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
当

否
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

　
相
談
や
申
立
て
の
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局
（
名

古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
内
）

☎（
０
５
３
２
）52‐３
２
８
３

◉トヨタ陸上長距離部が交通安全を
　呼びかけ
　田原警察署
では、秋の全
国 交 通 安 全
運動の一環と
して、トヨタ陸上長距離部監督・佐藤敏
信さんを一日警察署長に委嘱し、道の駅

「田原めっくんはうす」において交通安
全キャンペーンを行いました。
　飲酒運転根絶と、夜間ハイビームを
推奨するチラシを配布し、また高齢者の
方には反射材の着用を促しました。
●飲酒運転を根絶しよう
飲酒運転は、重大事故に直結する悪質・
危険な犯罪です。飲酒運転は飲む人も、
飲ませた人も犯罪となることを認識しま
しょう。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成28年の累計

10月

●人身12件（188件）
●負傷15人（254人）
●死亡0人（1人）
●物損124件（1,229件）

●侵入盗3件（27件）
●乗物盗2件（25件）
●非侵入盗13件（104件）

●火災2件（16件）
●救急143件（1,847件）
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年
末
の
ご
み
処
理
は

お
早
め
に

１
０
０
０
８
３
８

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大

変
混
雑
し
、
入
場
す
る
ま
で
30
分

以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日

に
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
ず
ご
み
処
理
施
設
へ

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
混
雑

解
消
の
た
め
、
事
前
に
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
分
別
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】

　
も
や
せ
な
い
ご
み
・
空
缶
・
小

物
金
属
・
ガ
ラ
ス
び
ん
・
紙
類
・

布
類・プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・白
色
ト
レ
イ・

有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み
（
剪
定

木
・
枝
類
、
草
は
赤
羽
根
環
境

セ
ン
タ
ー
の
み
）

【
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭

生
館
】

　
も
や
せ
る
ご
み

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。ま
た
、各
施
設
の
年

末
・
年
始
の
業
務
日
に
つ
い
て

は
、22
ペ
ー
ジ「
年
末
・
年
始
の

業
務
の
お
し
ら
せ
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
27‐０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
32‐３
３
２
２

▼
炭
生
館
☎
24‐０
１
５
１

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た
場
所
へ

１
０
０
０
８
３
８

　
最
近
、
収
集
日
の
前
日
に
ご
み

を
出
し
た
り
、
他
の
地
区
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
た
り
す
る

な
ど
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご

み
を
出
し
、
地
域
の
環
境
保
全
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
ご
み
は
、
収
集
日
当
日
の
午
前

６
時
～
８
時
の
時
間
帯
に
、
決

め
ら
れ
た
場
所
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
生
ご
み
は
、
し
っ
か
り
と
水
切

り
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
紙
類
・
布
類
の
収
集
日
が
雨
天

の
場
合
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
確
認
し
、
し
っ

か
り
と
ご
み
を
分
別
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課

☎
23‐３
５
３
８

23‐１
８
３
２

シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

宅
地
分
譲
中（
先
着
順
）

１
０
０
４
０
９
６

▪
田
原
市
で
17
区
画
を
分
譲
中

▼
建
築
課
☎
23‐３
５
２
７

▪
愛
知
県
住
宅
供
給
公
社
で
残
り

　
１
区
画
を
分
譲
中

所
在
地
：
田
原
市
光
崎
地
内　
宅

地
面
積
：
２
０
５
㎡
（
62
坪
）

譲
渡
価
格
：
８
６
５
万
円　

▼
愛
知
県
住
宅
供
給
公
社
総
務
企

画
課

【
平
日
】

☎（
０
５
２
）９
５
４‐１
３
３
１

【
土
・
日
曜
日
】

☎
23‐４
３
１
９

人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」

▪
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　
田
原
市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
10
名
の
人
権
擁
護

委
員
が
い
ま
す
。

　
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
困
り
ご

と
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話　

＊
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎（
０
５
７
０
）０
０
３‐
１
１
０

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

（
０
１
２
０
）０
０
７‐
１
１
０

＊
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐
８
１
０

▪
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　

人
権

擁
護
委

員
は
、

地
域
の

皆
さ
ん

が
人
権

に
つ
い

て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局
や
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン

ド
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
で
は
、
市
内
の
小
学

校
へ
出
向
き
、
人
権
紙
芝
居
を
使
っ

て
子
ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
、
高
等
学
校
で

は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
に
よ
る
い
じ
め
防
止
の
た
め
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
活
用
し
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
企
業

で
は
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
関

す
る
研
修
も
行
って
い
ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
・
豊

橋
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

 ●人権擁護委員の皆さん
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員
免
許
法
の
成
立
に
よ
り
、現
在
、

教
員
免
許
更
新
制
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
教
壇
に
立
つ
見

込
み
の
あ
る
方
は
、
生
年
月
日
に

応
じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

　
教
員
免
許
更
新
講
習
が
必
要
な

方
は
、
申
込
や
確
認
申
請
の
手
順

な
ど
に
つ
い
て
、
愛
知
県
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

教
員
免
許
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
２
２

http://w
w

w
.pref.aichi.

jp/0000023795.htm
l

猫
の
家
族
さ
が
し
会
を
開
催

１
０
０
４
５
３
０

対
象
：
県
内
在
住
の
成
人　

日

時
：
12
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
前

9
時
30
分
～
11
時
30
分　
※
途
中

参
加
不
可　
場
所
：
愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

（
豊
橋
市
神
野
新
田
町
字
京
ノ
割

50‐２
）　
内
容
：
セ
ン
タ
ー
に
収

容
さ
れ
た
猫
の
里
親
さ
が
し　
申

込：当
日
、
会
場
に
て　
そ
の
他：

審
査
有
り
／
集
合
住
宅
や
借
家
で

飼
育
す
る
場
合
は
規
約
な
ど
を
持

参

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
10
月
24
日
、
渥
美
商
工
会
ゴ
ル

フ
親
睦
会
様
か
ら
田
原
市
の
防
災

対
策
の
た
め
、
金
16
万
４
０
０
０

円
。

税

償
却
資
産
の
申
告１

０
０
４
５
３
４

　
法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務
所
、

ア
パ
ー
ト
、
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い

る
方
が
所
有
し
て
い
る
事
業
用
の

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、
土
地
、

家
屋
、自
動
車
（
軽
自
動
車
含
む
）

以
外
の
も
の
は
、
償
却
資
産
と
し

て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
原
則
と
し
て
、
決
算
の
と
き
に

減
価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
し
た

も
の
は
、
す
べ
て
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
構
築
物
で
あ
っ
て

も
家
屋
と
し
て
固
定
資
産
税
の
対

豊
橋・田
原　
産
直・農
業
体

験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

１
０
０
４
１
１
５

期
間
：
12
月
17
日 
（
土
）
～
平
成

29
年
２
月
19
日
（
日
）　

場
所
：

あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
、
サ
ン
テ

パ
ル
ク
た
は
ら
な
ど　
内
容
：
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
地
元
な
ら
で
は
の
賞
品
が

当
た
る　
応
募
方
法
：
平
成
29
年

２
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
3
つ
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
応
募
用
紙
を

郵
送
に
て
（
締
切
日
必
着
）　

応

募
用
紙
：
田
原
市
役
所
の
ほ
か
、

各
ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
（
あ
ぐ
り

パ
ー
ク
食
彩
村
、
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら
な
ど
）
で
配
布　
賞
品
：

田
原
産
田
原
牛
、
豊
橋
産
農
産
物

詰
め
合
わ
せ
、
次
郎
柿
ワ
イ
ン
な

ど▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議

事
務
局（
豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１　
住
所
不

要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
４
６
４

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す

　
平
成
19
年
６
月
の
改
正
教
育
職

象
と
な
る
も
の
や
、
自
動
車
・
原

動
機
付
自
転
車
お
よ
び
一
部
の
農

耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
自
動
車

税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
る
も
の
は
償
却
資
産
の
範
囲
か

ら
除
か
れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変

更
が
な
く
て
も
、
取
得
価
額
の
合

計
が
免
税
点
以
下
で
あ
って
も
、
申

告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合
は
、

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有

状
況
を
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
決
算
書
類
と
の
照
合
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
公
平
・
公
正
な
課
税

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
固

定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
に
つ

い
て
適
正
な
申
告
が
な
さ
れ
て
い
る

か
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
償
却
資
産
申
告
書
と
決

算
書
の
内
容
を
確
認
し
、
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▪
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手

続
き
が
で
き
るｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用

し
て
、
償
却
資
産
の
申
告
が
可
能

で
す
。
詳
し
く
はｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.
jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

区分 償却資産の対象となる資産（例）

❶構築物 温室･育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスなどの各種ハウス･
アパートのフェンス･駐車場の舗装 など

❷機械および装置 暖房機･温風機･消毒機･結束機･花選別機･花用冷蔵庫･潅水設備・二重カーテン
などの農業用機械および装置、旋盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート･漁船 など

❹航空機 飛行機･ヘリコプター など

❺車両および運搬具 大型特殊自動車･構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン･パソコン･机･いす･陳列ケース など
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月　日　
 施設名・電話番号

１2 月 １月
28

（水）
29

（木）
30

（金）
31

（土）
1

（祝）
2

（振）
3

（火）
4

（水）
5

（木）
6

（金）

市役所 22-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の当直室にて受け付け
ます。 ○ ○ ○

赤羽根市民センター
（旧赤羽根支所） 45-3111 ○ ○ ○ ○

渥美支所 33-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、渥美文化会館１階の事務室（日直）
にて受け付けます。（午前8時30分～午後5時15分） ○ ○ ○

田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター 45-3499 ○ ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ○ ～正午 ○ ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○
赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○
渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○
田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○
情報センター 22-7200 ○ ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 午前９時～

午後５時 ○ ○
交通公園 ―

赤羽根文化広場 45-2823
パターゴルフのみ
午前９時～午後５時　無料開放

（道具はご持参ください）
○ ○

渥美運動公園 38-0111 ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 26日から

休業 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○
伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ 早朝営業の予定（時間未定）

※詳しくはお問い合わせください。 ○ ○

あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ ○ 午前７時～
午後５時 ○ ○ ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務のおしらせ ○ 平常どおり 時間変更 休業

 ・ごみステーションの収集日は、地区ごとに異なります。詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。
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市税・料金滞納整理
強化月間実施中
　田原市では、市税・各種料金などの負担の不公平を解消するため、12
月を滞納整理強化月間とし、市職員による滞納整理を強化します。
　年末を機に、市税などの納め忘れがないか、もう一度ご確認ください。納め忘れがある場合には、
早めに納めていただくようお願いします。

Q 市税にはどのようなものがありますか？

A 市県民税、固定資産税（都市計画税含む）、軽自
動車税、国民健康保険税です。

Q 税金は何に使われるの？

A 普段、皆さんが使っている道路の整備、街路灯の
設置、一般・資源ごみの回収、災害用の備蓄、河川改良、
救急・消防体制の整備など幅広く役立てられていま
す。また、国民健康保険税は、相互扶助のもと、自
己負担外の 7 割分・高額医療費などにも使われます。

Q 税金を払わないとどうなるの？

A 税財源の確保が困難となり、「まちづくり」のためのいろいろな事業に支障が出ます。税金を納めないと、
法律に基づき財産調査 ・滞納処分（差押え）が行われる場合もあります。また、滞納されると本税とは別に年
9.1％（平成 28 年 12 月 1 日現在）の延滞金がかかります。

Q 差押えをされたらどうなるの？

A 預貯金、給与、生命保険等返戻金、不動産（土
地・建物）、売掛金、車・バイク、動産など差押
物件は、公売などにより、未納
税に充てます。

　次の使用料なども、滞納をなくす取り組みを
強化します。
・介護保険料　　・後期高齢者医療保険料
・保育料　　　　・給食費
・住宅使用料　   ・水道料
・下水道使用料　・下水道負担金および分担金

▶田原市役所（代表）☎２２‐１１１１　※担当部署へおつなぎします

◦税金は皆さんの暮らしを支えています

市職員を装った振り込め詐欺にご注意を！
市から次のような連絡をすることはありません。

○市税の還付金の受け取りのため、金融機関などのＡＴＭ（現
金自動預け払い機）の操作を求めること。

○滞納している市税の納入について、金融機関などの口座を指
定して振り込みを求めること。

プ！プップップトップ！滞ッスス
納納

ストストストップ 滞ス ップトットストップ！滞納
ストップ！滞納市税・料金料金税・料金料市市税・料金市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

▪差押え実績　　　　　　　　　　　　           （件）
年度 預貯金 給与 保険 不動産 その他 計

26年度 85 4 11 13 2 115

27年度 212 2 7 9 1 231

28年度 134 7 29 8 2 180

※平成28年度は10月末現在
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜～金曜（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜9：30～）・泉市民館（毎週金曜9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

工作
「カラフルサンタ」

12月1日（木）～11日（日）
13：30～

張子の中におもりを入れて、ゆらゆら
揺れるサンタクロースを作ろう。 小学生以上

チャレンジ
「ルービックキューブ」 12月20日（火）～25日（日） キューブをひねってアタマをひねって

やってみよう！ 小学生以上

子育て講座ハグ 12月21日（水）10：00～ テーマ「赤ちゃんがえり」は良いママの
証し。下の子が生まれたときに… 幼児と保護者

のりもの 12月6日（火）～9日（金） お気に入りはどの車？遊戯室で思いっ
きり楽しもう。 幼児のみ

おはなしポケット 12月16日（金）10：30～ 読み聞かせや手遊びで親子の楽しい時
間を過ごそう。 幼児と保護者

子育て講座名 と　き ところ 講　師 内　容

親子で音楽リズムを
楽しもう！

12月15日（木）
10：00〜11：00

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987

近並さつき氏
矢澤留美氏

音楽に合わせて親子で一緒
に遊びましょう。

クリスマス リトミック 12月15日（木）
10：15〜11：15

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760 佐藤久美氏 クリスマスソングに合わせ

て体を動かしましょう。

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【12月のお休み】12月4日（日）、5日（月）、12日（月）、19日（月）、26日（月）、28日（水）～平成29年1月4日（水）

※すべて、たはら健康マイレージ対象
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◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他
イベント名 とき／ところ 内　容 申　込 その他／申込先

吉胡貝塚資料館
冬の体験講座

「まが玉づくり」
1004546

12月23日（金・祝）～
1月31日（火）
9：00～16：00

吉胡貝塚資料館

黒・ピンクの２種類の石か
ら好きな色を選び、まが玉
を作る。※通常のまが玉づ
くり（白色）も実施中

参加料：300円

当日、受付にて ▶吉胡貝塚資料館
☎22-8060 22-8070

吉胡貝塚資料館
冬の体験講座

「貝のおひなさま
をつくろう」

1004547

1月29日（日）
13：00～16：00

吉胡貝塚資料館

貝に布や色紙を張って手
のひらサイズのおびなと
めびなを作る。

対象：小学4年生以上
定員：20名（先着順）
参加料：400円

電話・FAXにて（FAXの
場合は、イベント名・住
所・氏名・年齢・電話番
号を明記）

▶吉胡貝塚資料館
☎22-8060 22-8070

おやこ農業スク
ール

1004513

1月21日（土）
10：00～14：00

中山町の農園と渥美
文化会館料理研修室

イチゴ・野菜収穫体験、調
理体験、昼食交流会。

対象：市内在住の小学
生と保護者
定員：10組（抽選）/1家
族3名まで
参加料：500円/人

12月26日（月）までに
電話にて

共催：田原市青年農業士
会、田原市ニューファー
マー育成会議

▶愛知県東三河農林水
産事務所 田原農業改良
普及課　☎22-0381

イベント名 と　き ところ 対　象

冬のおはなし会 12月24日（土）15：30～ 中央図書館☎23-4946
おはなしのへや どなたでも

ぴよぴよおはなし会 1月11日（水）
10：30〜、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなしの部屋 1月14日（土）15：00～ 中央図書館
おはなしのへや 幼児～小学生

おはなし会
（☆はクリスマスおはなし会）

12月18日（日）10：30～
☆12月23日（金）10：30～
1月7日（土）10：30～

赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ 乳児～小学生

おはなし会
（☆はクリスマスおはなし会）

☆12月24日（土）10：30～
1月7日（土）14：00～
1月14日（土）14：00～

渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー 乳児～小学生

　図書館では、おはなし会を開催しています。親子で楽しい時間を過ごしてみませんか？（1月以降の日程は平成29年）

※すべて、たはら健康マイレージ対象

イベント名 とき/ところ 内　容 申込先

お正月工作
「おはじきふくわらい」

12月27日（火）
14：00～
中央図書館
こどもしつ

対象：小学生　定員：20名（先着順）
申込：12月6日（火）午前10時から、直接・
電話にて　持ち物：はさみ

▶中央図書館
☎23-4946

　その他のイベントも開催します。

※1月以降の日程は平成29年

【日時】平成 29 年 1 月 9 日（月・祝）14：00 開演（30 分前開場）　【場所】田原文化会館文化ホール　【テーマ】真の
食育とは何か　【講師】小泉武夫氏（東京農業大学名誉教授）　【参加料】無料 / 要入場整理券　【整理券配布】田原文化
会館（月曜日休館）、農政課にて 9：00 ～ 17：00/1 名 4 枚まで　【託児】対象：小学 2 年生まで　定員：10 名（先着順）
申込：12 月 20（火）までに電話または FAX にて（FAX の場合は、住所・氏名・年齢・電話番号を明記）

▶農政課☎23‐3517 22‐3817

平成 28 年度 田原市食育講演会   　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 1004540
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

【
妊
婦
さ
ん
の
い
る
家
庭
】

　

母
子
健
康
手
帳
、
緊
急

時
連
絡
先
リ
ス
ト
、
母
乳

パ
ッ
ド
、
ガ
ー
ゼ
、
清
浄
綿
、
新
生
児
用

品
な
ど

【
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
】

　

ミ
ル
ク
、
哺
乳
ビ
ン
、
離
乳
食
、
ス

プ
ー
ン
、
オ
ム
ツ
、
清
浄
綿
、
お
し
り
ふ

き
、お
ん
ぶ
紐
、バ
ス
タ
オ
ル
又
は
ベ
ビ
ー

毛
布
、
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
ガ
ス

が
止
ま
っ
て
も
ミ
ル
ク
の

お
湯
が
準
備
で
き
ま
す
。）、

紙
コ
ッ
プ
（
哺
乳
ビ
ン
が

な
い
と
き
）、
軟
水
（
硬
水
は
消
化
不
良

を
起
こ
し
や
す
い
た
め
）
な
ど

【
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
家
庭
】

◦
日
ご
ろ
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
用
食
材
を

準
備
し
て
お
く
。

◦
除
去
の
指
示
が
出
て
い
る
食
品
を
メ

モ
し
て
お
く
。

◦
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
代
替
食
品
を
確

認
し
、
事
前
に
備
え
て
お
く
。

災
害
時
の
備
え
と
健
康
づ
く
り

　
災
害
が
起
き
る
と
、
災
害
直
後
の
ス
ト

レ
ス
や
不
規
則
な
生
活
、
過
労
、
必
要
な

栄
養
素
の
不
足
な
ど
か
ら
心
身
共
に
打
撃

を
受
け
ま
す
。
今
後
、
起
こ
り
得
る
災
害

に
備
え
、
日
ご
ろ
の
備
え
と
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
日
ご
ろ
の
備
え

　

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
止
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、食
料・

飲
料
水
（
１
人
に
つ
き
、１
日
３
ℓ
）
は
、

３
日
分
以
上
（
可
能
な
限
り
１
週
間
分
）

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
必
要
な
備
え
は
各
家
庭
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
家
族

構
成
に
合
わ

せ
、
必
要
な
も

の
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ

う
。

【
高
齢
者
の
い
る
家
庭
】

　
つ
え
、
メ
ガ
ネ
、
常
用
薬
、
お
薬
手
帳
、

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
な
ど

◦
義
歯
（
入
れ
歯
）
は
、
持
ち
出
し
や

す
い
場
所
に
保
管
し
て
お
く
。

▪
災
害
に
備
え
て
体
力
づ
く
り

　
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
非
常
用
持

ち
出
し
袋
を
持
っ
て
避
難
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
体
力
が
低
下
し
て
い
る
と
歩
く

こ
と
も
難
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
定
期
的
に
運
動
す
る
な
ど
し
て
体
力

づ
く
り
を
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

◦
日
常
的
に
使
用
し
、い
ざ
と
い
う

と
き
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
し
て
お
く
。

◦
常
用
薬
や
入
れ
歯
な
ど
、他
人
と

の
代
用
が
出
来
な
い
も
の
は
忘

れ
ず
に
準
備
し
て
お
く
。

◦
病
名
、飲
ん
で
い
る
薬（
名
称
、期

間
、量
）、か
か
り
つ
け
医
、家
族

な
ど
、
い

ざ
と
い
う

時
の
連
絡

先
の
メ
モ

を
携
帯
し

て
お
く
。

◦
非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
準
備
が

出
来
た
ら
、重
過
ぎ
な
い
か
必
ず

自
分
で
背
負
っ
て
歩
い
て
み
る
。

腕から肩にかけて伸ばすことで肩こりの改善にも
つながります。こまめに伸ばして肩まわりの疲れを
取りましょう！

スポーツ課☎23-3531

●❶ ●❷ ●❸

❶正座をして、背筋を伸ばしたまま両手のひらを床につく。

❷①の状態から、右腕の手のひらを上に向けて、右肘が床につくように
左腕とひざの間を通して伸ばしていく。

❸②の状態から、右肩が床につくように体重を乗せてキープする。
   ※反対も同様に行い、①～③を数セット繰り返す。
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

【
お
知
ら
せ
】

▪
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ

さ
い　

　
最
近
、
軽
い
症
状
に
も
関
わ
ら
ず
「
昼

間
は
都
合
が
悪
い
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で

休
日
や
夜
間
に
病
院
を
受
診
す
る
人
が
全

国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
適
正
受
診
を
心
が
け
て

い
く
こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
人
が
必
要

な
と
き
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療
が
確

保
さ
れ
ま
す
。　

①
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
病
歴
や
健
康
状

態
な
ど
を
把

握
し
て
健
康

管
理
全
般
の

ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ

る
医
師
の
こ

と
で
す
。
気

に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
診
療
時
間
内
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
に
医
療
機
関
へ
支
払
わ
れ

る
医
療
費
は
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
窓

口
負
担
も
高
額
に
な
り
ま
す
。
急
病
な
ど

の
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
診
療
時

間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▪
規
則
的
な
生
活
リ
ズ
ム

　
災
害
時
に
は
、
通
常
の
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
て
も
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
日

ご
ろ
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
、

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
習
慣
を
身
に
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▪
衛
生
的
な
生
活
習
慣

　
手
洗
い
と
う
が
い
は
感
染
症
予
防
の
基

本
で
す
。

手
洗
い
の
ポ
イ
ン
ト

　

流
水
と
せ
っ
け
ん

を
使
っ
て
15
秒
以
上

洗
い
ま
す
。
特
に
汚

れ
が
残
り
や
す
い
指
先
・
指
の
間
・
手
の

し
わ
・
親
指
の
周
り
・
手
首
は
念
入
り
に

洗
い
ま
す
。
洗
っ
た
後
は
、
水
分
を
よ
く

拭
き
取
っ
て
乾
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

う
が
い
の
ポ
イ
ン
ト

　

食
事
の
前
後
に
喉

を
ゆ
す
ぐ
（
が
ら
が

ら
う
が
い
）、
口
を

ゆ
す
ぐ
（
ぶ
く
ぶ
く

う
が
い
）
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
５
秒
程
度
、

２
～
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

　

災
害
時
で
も
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
対
策
や
体
力
づ
く
り
を

意
識
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
重
複
受
診
と
は
、
同
じ
病
気
で
医
療
機

関
を
次
々
と
変
更
し
て
受
診
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
医
療
機
関
を
紹
介
な
く
変
更

す
る
と
そ
の
都
度
初
診
料
が
か
か
り
、
何

度
も
同
じ
検
査
や
処
置
を
行
う
の
で
体
に

も
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

④
お
薬
手
帳
を
つ
く
り
、
薬
へ
の
疑
問
は

か
か
り
つ
け
医
・
薬
局
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
　
お
薬
手
帳
は
、
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
重

複
投
与
を
防
ぐ
目
的
が
あ
り
、
薬
局
で
も

ら
え
ま
す
。
体
質
や
服
薬
歴
、
副
作
用
の

発
生
状
況
な
ど
を
記
録
し
て
お
け
ば
、
医

師
や
薬
剤
師
か
ら
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

夜
間
・
休
日
に
子
ど
も
が
急
な
病

気
で
困
っ
た
ら
…

　

夜
間
・
休
日
に
子

ど
も
が
急
に
病
気

に
な
っ
た
と
き
は
、

愛
知
県
小
児
救
急

電
話
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
午
後
７
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま

で
看
護
師
や
小
児
科
医
に
よ
る
電
話

相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

☎
♯
８
０
０
０（
短
縮
番
号
）

　

短
縮
番
号
が
使
え
な
い
場
合
は

☎
０
５
２‐９
６
２‐９
９
０
０

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

12月  4日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
小原歯科 ☎25‐1139

12月11日（日） 岡田医院 ☎37‐0001
平野歯科医院 ☎22‐0214

12月18日（日） かわせ小児科 ☎22‐1230
岩瀬歯科医院 ☎22‐6677

12月23日（金・祝）
川瀬医院 ☎35‐1511
きまた眼科 ☎23‐1092
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

12月25日（日） 永井医院 ☎22‐0227
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

12月29日（木） かわい歯科 ☎24‐0080

月　日 当直医 電話番号
12月30日（金） すずき歯科 ☎23‐0033

12月31日（土） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
なかた歯科 ☎23‐1162

  1月  1日（日・祝） 第２国見医院 ☎23‐2302
青木歯科クリニック ☎33‐1139

  1月  2日（月・振） 富永医院 ☎23‐1316
仲谷歯科 ☎23‐2327

  1月  3日（火） かわせ小児科 ☎22‐1230
なかた歯科 ☎23‐1162
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▪
徘
徊
高
齢
者
事
前
登
録
制
度 

　
田
原
市
で
は
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
徘
徊
の

お
そ
れ
や
不
安
が
あ
る
方
の
「
徘
徊
高
齢
者
事

前
登
録
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
事
前
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合
、
初
期
の
捜
索
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
過
去
に
徘
徊
歴
の
あ
る
方
や
、
不
安
の
あ
る

方
は
事
前
登
録
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
た

は
次
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。１

０
０
３
７
０
７

「
徘は
い
か
い徊
高
齢
者
捜
索
訓
練
」

　

10
月
28
日
、
田
原
中
部
市
民
館
に
お
い
て
、

認
知
症
の
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と

を
想
定
し
「
徘
徊
高
齢
者
捜
索
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
寸
劇
を
交
え
、
捜
索
ま
で
の
流
れ

の
説
明
や
認
知
症
の
高
齢
者
へ
の
声
か
け
の
仕

方
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
田

原
警
察
署
、
田
原
消
防
署
、
三
河
田
原
駅
の
協

力
を
得
て
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委

員
、
介
護
保
険
事
業
所
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▪
相
談
窓
口

　
認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
、
次
の
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◉
東
部
・
福
江
中
学
校
区
お
よ
び
童
浦
小
学
校

区
に
住
ん
で
い
る
方　

　
【
田
原
福
寿
園
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　
☎
27‐
０
８
８
２

◉
伊
良
湖
岬
・
泉
・
赤
羽
根
中
学
校
区
お
よ
び

野
田
小
学
校
区
に
住
ん
で
い
る
方　

　
【
田
原
市
社
協
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　
☎
45‐
３
６
１
１

◉
田
原
中
部
・
衣
笠
・
田
原
南
部
小
学
校
区
に

住
ん
で
い
る
方

　
【
あ
つ
み
の
郷
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　
☎
22‐
６
７
８
４

◉
田
原
市
全
域

　
【
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
】

　

※
詳
細
は
７
月
号
の
こ
の
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
☎
27
‐
７
９
８
０

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５

▲徘徊高齢者捜索訓練
の様子

　（写真上）寸劇
　（同中）声かけ
　（同下）捜索本部
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

～12/1木
田原市長杯少年野球交流大会
防火パレード

12/2金～12/15木
親子レスキュー教室
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会

12/16金～12/31土
年末のごみ出し必勝法
表浜自然ふれあいフェスティバル

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原市議会　生中継（予定）
・12/5月、6火  一般質問
　10：00から終了まで
※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　スマートフォン、タブレット端末からも視聴できます。

http://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

広報たはら  平成28年12月│    │31



ストック
（花／出荷時期：11月末～３月）

太い茎にパステルトーンの
花が咲き、甘い香りがしま
す。県内１位の生産量、約65
万本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：10月末～１月）

初冬から春まで長く楽しめ
る鉢花です。県内２位の生産
量、34万鉢出荷されていま
す。

花ことば

はにかみ、内気

農政課  ☎23-3517

花 鉢

9

今月の 12月の

①
鍋
に
水
、煮
干
し
、

昆
布
を
入
れ
火
に

か
け
る
。
沸
騰
し

た
ら
昆
布
を
取
り

出
し
、
煮
干
し
だ

け
で
5
分
程
度
煮

出
す
。

②
シ
イ
タ
ケ
は
３
cm

の
細
切
り
、
サ
ト

イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン

は
３
cm
の
拍
子
切
り
に
す
る
。
ち
く
わ
は
縦
半
分

に
切
り
斜
め
切
り
に
す
る
。
油
揚
げ
、
こ
ん
に
ゃ

く
は
１
cm
幅
の
薄
切
り
に
す
る
。

③
豆
腐
は
１
cm
の
角
切
り
に
す
る
。
水
菜
は
３
cm
の

長
さ
に
切
る
。

④
鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ
②
を
入
れ
て
煮
る
。

⑤
④
の
具
材
に
火
が
通
っ
た
ら
、
豆
腐
を
入
れ
、
薄

口
し
ょ
う
ゆ
と
塩
で
味
付
け
を
す
る
。

⑥
お
椀
に
盛
り
、
水
菜
を
散
ら
す
。

▪
お
い
し
い
だ
し
を
と
る
ポ
イ
ン
ト

　
煮
干
し
は
、
頭
と
内
臓
を
一
緒
に
煮
出
す
と
え
ぐ

み
が
出
や
す
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
取
り
除
い
て
か
ら

だ
し
を
取
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
事
前
に
水
に
つ
け

て
お
く
と
、
よ
り
濃
い
だ
し
が
と
れ
ま
す
。

　
煮
干
し
に
は
イ
ノ
シ
ン
酸
、
昆
布
に
は
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

る
と
相
乗
効
果
で
う
ま
み
が
何
倍
に
も
な
り
、
味
に

深
み
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
八
杯
汁
は
、
古
く
か
ら
お
盆
や
法
事
の
と
き
に
作

ら
れ
る
精
進
料
理
で
す
。
一
丁
の
豆
腐
で
八
杯
（
は

ち
は
い
）
分
の
汁
が
作
れ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
八
杯

も
お
か
わ
り
す
る
ほ
ど
お
い
し
い
こ
と
か
ら
こ
の
名

前
が
付
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
各
地
で「
八
杯
汁
」が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
材
料
や
作
り
方
が
違
っ
て
い
ま
す
。

　
渥
美
半
島
で
は
、
水
に
浸
し
た
大
豆
を
挽
き
、
水

と
と
も
に
煮
出
し
て
絞
っ
た
豆

乳
に
苦
塩
を
多
く
入
れ
、
粗
め

の
布
で
こ
し
た
自
家
製
の
硬
め

の
豆
腐
を
冠
婚
葬
祭
や
節
目
の

ご
馳
走
と
す
る
風
習
が
あ
り
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
自
宅
で
豆

腐
を
作
る
習
慣
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
郷
土
料
理

や
行
事
食
な
ど
の
食
文
化
は
、
そ
の
地
域
の
自
然
環

境
と
の
関
わ
り
の
中
で
長
い
期
間
を
か
け
て
培
わ
れ

て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
家
庭
や
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
料
理
・
食
文

化
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
八
杯
汁
】 

【
材
料（
５
人
分
）】サ
ト
イ
モ 

２
０
０
ｇ
、ニ
ン
ジ

ン 

１
０
０
ｇ
、ち
く
わ 

３
本
、油
揚
げ 

２
枚
、シ
イ

タ
ケ 

３
枚
、こ
ん
に
ゃ
く 

１
５
０
ｇ
、豆
腐 

１
丁
、

水
菜 

適
量
、だ
し
汁 

１
ℓ（
煮
干
し 

６
尾
、昆
布 

５
ｇ
）、薄
口
し
ょ
う
ゆ 

１
０
０
㎖
、塩 

適
量

（
レ
シ
ピ
作
成
者　
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美 

齋
藤
千
鶴
子
）
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

15

29

▼
防
災
倉
庫

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
ふ
た
り
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

が
入
っ
て
い
ま
す
。こ
の
倉
庫
は
、江
戸

時
代
に
田
原
藩
が
渡
辺
崋
山
の
指
導

に
よ
り
、災
害
に

備
え
て
民
の
た
め

に
食
糧
を
蓄
え
よ

う
と
建
設
し
た
倉

「
報
民
倉
」に
ち
な

ん
で
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
、渥
美
支
所
、福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
に
も
食
糧
や
資
機
材
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、各
地
区
の
自
主
防
災
会
で
防
災

倉
庫
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
数

あ
り
ま
す
。ど
こ
に
何
が
あ
る
か
を
知
っ

て
お
け
ば
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立

ち
ま
す
。一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
蓄
え
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
家
庭
で
の

備
蓄
を
し
っ
か
り
と
行
い
、災
害
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

　

田
原
市
に
は
、水
防
倉
庫
や
防
災
備

蓄
倉
庫
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。ど
こ

に
あ
っ
て
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
、皆
さ
ん

は
知
っ
て
い
ま
す
か
？
今
回
は
、防
災
倉

庫
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▪
水
防
倉
庫・・・台
風
や
大
雨
へ
の
備
え

　

田
原
町
、赤
羽
根
町
、江
比
間
町
、福

江
町
、中
山
町
に
あ
り
ま
す
。杭
や
土
の

う
袋
、シ
ャ
ベ
ル
、の
こ
ぎ
り
な
ど
が

入
っ
て
い
ま
す
。

▪
校
区
防
災
備
蓄
倉
庫
・・・
救
助
・
救

出
、避
難
生
活
へ
の
備
え

　

田
原
中
部
校
区
に
２
棟
、そ
れ
以
外

の
校
区
に
１
棟
ず
つ
計
21
棟
あ
り
ま

す
。毛
布
や
テ
ン
ト
、リ
ヤ
カ
ー
、発
電

機
な
ど
の
避
難
生
活
に
役
立
つ
も
の

と
、担
架
や
ハ
ン
マ
ー
、バ
ー
ル
な
ど
の

救
助
・
救
出
に
役
立
つ
物
が
入
っ
て
い

ま
す
。

▪
拠
点
防
災
備
蓄
倉
庫「
田
原
市
報ほ
う
み
ん
そ
う

民
倉
」

　

田
原
町
に
あ
り
ま
す
。ビ
ス
ケ
ッ
ト

や
ア
ル
フ
ァ
化
米
な
ど
の
食
糧
や
保
存

水
、テ
ン
ト
、毛
布
、簡
易
ト
イ
レ
な
ど

う
え
住
居
を
追
わ
れ
ま
す
。畠
村（
福
江

町
）に
移
り
住
み
、程
な
く
保
美
の
里
に
隠

棲
し
、１
６
９
０
年
に
34
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　
杜
国
の
墓
が
あ

る
潮ち
ょ
う
お
ん
じ

音
寺
に
は
、

芭
蕉
と
越
人
と
杜

国
の
再
会
時
に
詠

み
あ
っ
た
句
の
句

碑
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
麦
は
え
て　
よ
き
隠
家
や　
畠
村
」（
芭
蕉
）

「
冬
を
さ
か
り
に　
椿
さ
く
な
り
」（
越
人
）

「
昼
の
空　
蚤
か
む
犬
の　
ね
が
え
り

て
」（
杜
国
）

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
よ
ろ
し
く
き
ゃ
べ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

★
松
尾
芭
蕉　

　

松
尾
芭
蕉
は
、１
６
８
７
年
に
保
美

の
里
に
隠
棲
し
て
い
た
愛
弟
子
で
あ

る
杜
国
を
慰
め
る

た
め
、門
弟
越
人

を
伴
っ
て
渥
美
半

島
を
訪
れ
て
い
ま

す
。芭
蕉
園
地
に

は
、伊
良
湖
岬
で

鷹
を
詠
ん
だ
句
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
鷹
ひ
と
つ　
見
つ
け
て
う
れ
し　
伊

良
湖
崎
」

　

こ
れ
は
１
７
９
３
年
、芭
蕉
来
訪

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、田
原
の
俳

人
た
ち
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。

★
坪
井
杜と
こ
く国

　

芭
蕉
の
愛
弟
子
で
あ
る
杜
国
は
、

名
古
屋
の
大
き
な
米
穀
商
で
し
た
が
、

１
６
８
５
年
に
罪
を
犯
し
、家
財
没
収
の

今
回
は
、渥
美
半
島
に

縁
の
あ
る
歌
人
を
紹
介

す
る
き
ゃ
べ
☆

句
碑
を
見
て
、当
時
の

芭
蕉
や
杜
国
に
思
い
を

は
せ
て
み
て
は
い
か
が

き
ゃ
べ
☆

◦芭蕉の句碑

◦潮音寺にある句碑

◦田原市報民倉
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
１2月▶5日月、9日金、12日月、19日月、
          26日月、28日水～３１日■土
  1月▶1日日・日～4日水、10日火、
          13日金、16日月、23日月、30日月

◎赤羽根図書館　新春企画
●司書のオススメ、本のバラエティパック

▼日時＝平成29年1月8日日午前10時～

▼ 場所＝赤羽根図書館貸出カウン
ター付近

▼内容＝司書が選んだオススメ本３
冊を、新聞紙で作ったエコバッグに
入れて貸し出します。（なくなり次第
終了）
①大人向け12袋②子ども向け16袋

▼赤羽根図書館☎45-3426

◎渥美図書館　大人の手作り教室

▼内容＝①「こけ玉」作りに挑戦
②「プリザーブドフラワー」作りに挑戦

▼日時＝①平成29年1月21日土午後1時30分～
②平成29年2月12日日午後1時30分～

▼ 場所＝渥美文化会館（農
村環境改善センター）大会
議室

▼講師＝三田典子氏

▼対象＝高校生以上

▼定員＝各20名（先着順）

▼参加費＝①2,000円程度
②3,000円程度（材料費）

▼申込＝両日とも12月17日土午前10時～平成29年1
月15日日の期間に電話または渥美図書館カウンター
にて（初日の電話受付は10時15分～）	

▼渥美図書館☎33-1114

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．介護の接遇について調べている。特にスタッ
フの施設利用者への対応について、基本的なこと
が書かれている資料を探してほしい。
◎調べるキーワード

「介護」「福祉」「接遇」「マナー」
A．「介護」「接遇」な
どのキーワードで調
べました。
その中から、イラス
トが豊富で状況別
の説明も収録された

『 気 持 ち が 伝 わる
介護スタッフのためのマナーと声かけ』と、接遇マ
ナーの特集記事が掲載された介護雑誌『おはよう
２１ ２０１５年４月号』を紹介しました。

◎調べた本
『気持ちが伝わる介護スタッフのためのマナー
と声かけ』　高橋好美/監修　学研教育出版　
３６９．２６/ｷ　『おはよう２１ ２０１５年４月号』　中央
法規出版　雑誌福祉

●中央図書館
　一　般▶～1月12日木　「魅力対決！豊橋VS田原」
　子ども▶～12月25日日　「ドキドキするね♪クリスマス」

●赤羽根図書館
　一　般▶12月10日土～1月12日木　「あったまる本」
　子ども▶12月10日土～1月12日木　「クリスマス/お正月」                           

●渥美図書館
　一　般▶12月10日土～1月12日木　「坂本龍馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生誕１８０年」
　子ども▶12月10日土～1月12日木　「のりもの」

『古代エジプトうんちく図鑑』
芝崎みゆき / 画・文　バジリコ
242.03/ ｼ

この一冊で古代エジプトのすべてがわ
かる！神話から遺跡発掘人列伝まで、お
もしろく分かりやすく書かれています。

『市
いち

めくり』
タイムマシンラボ / 編著　京阪神エル
マガジン社　T675.02/ ﾀ

春夏秋冬日本各地の「市
いち

」のガイドブッ
ク。立ち寄ってみたくなるお気に入りの

「市
いち

」が見つかるかも！

◦こけ玉のイメージ
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渥
美
半
島
の
野
鳥

▪
渡
り
鳥
の
中
継
地

　

西
南
西
に
延
び
る
特

徴
の
あ
る
形
の
渥
美
半
島
。

秋
に
西
に
向
か
う
渡
り
鳥
が
集
中

し
、
多
く
の
群
れ
が
通
過
し
ま
す
。
半
島

内
に
大
き
な
干
潟
を
有
し
、
な
だ
ら
か
な

低
い
山
の
散
在
す
る
渥
美
半
島
は
、
長
距

離
を
移
動
す
る
渡
り
鳥
に
と
って
貴
重
な
中

継
地
と
な
って
い
ま
す
。

▪
伊
良
湖
岬

　

伊
良
湖
岬
は
、
西
行
の
和
歌
（
山
家

集
）
や
芭
蕉
の
俳
句
（
笈お
い
の
小こ
ぶ
み文
）
に
み

ら
れ
る
よ
う
、
古
く
か
ら
タ
カ
の
渡
り
の
名

所
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
タ

カ
の
渡
り
に
関
し
て
は
、
昭
和
47
年
10
月

に
こ
の
地
を
訪
れ
た
バ
ー
ド
ウ
ォッ
チ
ャ
ー
に

よ
って
再
び
注
目
さ
れ
、タ
カ
の
渡
り
の
メ
ッ

カ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

伊
良
湖
岬
で
観
察
さ
れ
た
渡
り
鳥
は

２
０
０
種
を
超
え
、
年
間
数
十
万
羽
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
夜
間
通
過

し
て
行
く
も
の
も
多
く
、
そ

の
数
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
中
で
、
タ
カ・

ハ
ヤ
ブ
サ
の
仲
間
は

サ
シ
バ
を
主
体
に
ノ
ス

リ
、
ハ
チ
ク
マ
、
ツ
ミ
、

ハ
イ
タ
カ
、
チ
ゴ
ハ
ヤ

ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
な
ど
、

18
種
類
、
５
０
０
０
羽
か
ら

１
万
羽
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
シ
バ
は
、
９
月
初
旬
か
ら
秋
の
渡
り

を
開
始
し
、
10
月
中
旬
に
終
了
し
ま
す
。

地
形
や
風
を
利
用
し
て
、
越
冬
地
の
南
西

諸
島
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
南
下
し
ま
す
。

昭
和
50
年
代
に
は
シ
ー
ズ
ン
に
２
万
羽
前

後
、
１
日
に
数
千
羽
を
記
録
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
以
降
は
、
シ
ー

ズ
ン
に
数
千
羽
と
、
か
つ
て
の
５
分
の
１
程

度
ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
サ
シ
バ
は
、
人
里
近
く
の
低
い
山
を
繁

殖
地
と
す
る
た
め
、
開
発
に
よ
る
影
響
を

受
け
や
す
く
、
さ
ら
に
乾
田
化
に
よ
る
餌

不
足
も
減
少
の
要
因
の
一
つ
で
す
。

　
タ
カ
以
外
の
渡
り
鳥
も
渥
美
半
島
に
沿
っ

て
春
、
秋
と
通
過
し
、
ヒ
ヨ
ド
リ
の
よ
う
に

百
か
ら
数
千
羽
の
群
れ
と
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ツ
バ
メ
の
仲
間
、
セ
キ
レ
イ
、
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
、
メ
ジ
ロ
な
ど
の
小
鳥
の
群
れ
が
８

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
渡
って
行
く
様
子
が

観
察
で
き
ま
す
。

▪
汐
川
干
潟
・
福
江
干
潟

　

渥
美
半
島
の
三
河
湾
側
に
は
、
日
本
で

も
最
大
級
の
干
潟
で
あ
る
汐
川
干
潟

（
約
２
８
０
ha
）
と
福
江
干
潟
（
約

８
７
０
ha
）
が
あ
り
ま
す
。
汐
川
干

潟
は
か
つ
て
２
０
０
０
ha
以
上
も
あ

る
広
大
な
干
潟
で
し
た
が
、
昭
和
40

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
東
三
河
臨
海
工

業
用
地
の
造
成
の
た
め
に
そ
の
大
部

分
が
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
環
境

保
護
団
体
の
埋
め
立
て
反
対
運
動
な

ど
に
よ
り
途
中
で
工
事
計
画
が
中
止

さ
れ
、
現
在
の
干
潟
部
分
が
保
全
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
13

年
に
は
環
境
省
に
よ
り
汐
川
干
潟
を

含
む
三
河
湾
が
「
重
要
湿
地
」
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
干
潟
に
は
、
ゴ
カ
イ
類
、
ウ
ミ

ニ
ナ
な
ど
の
貝
類
、
チ
ゴ
ガ
ニ
な
ど
の
甲
殻

類
を
は
じ
め
、
多
種
多
数
の
底
生
生
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
繁
茂
す
る
ヨ
シ

や
塩
生
植
物
と
共
に
水
質
の
浄
化
の
一
端

を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
餌
場
と
し
て
、

こ
こ
を
訪
れ
る
シ
ギ
・
チ
ド
リ
や
カ
モ
な
ど

数
多
く
の
渡
り
鳥
を
支
え
て
い
ま
す
。
汐

川
・
福
江
の
干
潟
で
観
察
さ
れ
た
野
鳥
は

２
５
０
種
ほ
ど
で
、
時
に
は
海
外
で
標
識
さ

れ
た
鳥
が
、
エ
サ
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
と
こ

ろ
も
観
察
さ
れ
ま
す
。

（
執
筆
委
員
・
渡
邊
幸
久
） ●オーストラリアで標識を付けられたキアシシギ（伊川津、花井岳晴氏撮影）

 ●サシバ（伊良湖岬）
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水野
李奈
先生

ペンギンの模様が上手に
表現できました。勢いよ
く魚を狙って泳いできた
様子が伝わってきます。

評 評

評評

季節が移り変わる中で、
キノコが力強く成長して
いく様子を、色を工夫し
て表現できました。

いろいろな種類の葉っぱを見つけて丁
寧に作れたね。

いろいろな木の実やリボンを付けて、か
わいいリースができたね。

絵版画 一版多色刷り版画

衣笠小学校５年

別所源太くん

 
泉保育園

藤村拓人くん（6歳）

園庭やお散歩で拾った落ち
葉でフクロウを作ったよ。

フジのつるを編むのは固か
ったけど、楽しかったよ。

泉保育園

伊藤野乃ちゃん（5歳）

             　　　　 　　　　　 あ　　　　　　　 かた えん てい　　　　 さん  ぽ      　ひろ            お　　　　

衣笠小学校２年

知田涼太郎くん
 げん    たりょう　 た　  ろう

 たく　　 と の　   の

ねい      つく　

　　　　　　　　　　   き　　　 み　　　　　　　　　　　  つ 　　しゅ るい　      は　　　　　　　 み　　　　　　    てい

たの  ば　　　　　　　　　　　　   つく

▼
小
学
生
の
頃
の
持
久
走
大
会
、皆

さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。世
代
を
超
え
て
思
い

出
を
共
有
で
き
る
、伝
統
の
こ
の
行

事
。こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
い

い
で
す
ね
。（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】持
久
走
大
会
の
練
習（
野
田
小
）

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成28年11月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 45人 死亡 67人

転入 120人 転出 158人

増減 -60人

総人口 63,543人

男性 32,103人

女性 31,440人

世帯数 22,010世帯

※増減は10月中です

今月　納税・使用料の

納期限12月26日

月12月26日

固定資産税・都市計画税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（10・11月分）

介護保険料
（第5期分）

後期高齢者医療保険料
（第6期分）
国民健康保険税
（第7期分）

口座引落日

月

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）49,422千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

95.4%

平成28年11月21日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.815  平

成
28年

12月
号
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